
2007年度を持って終了しました。 

シラバスより～ 
　国民国家という近代の産物は、グローバル化の進む現在どのような変容を遂げつつあるのか。国民
国家が近い将来に消滅する可能性は現時点では考えられないとはいえ、その役割や国際社会におけ

る位相は、確実に変化している。 
　授業では、もともとはそれぞれの国の国家性や歴史を反映していた国籍政策や言語政策などの国
民国家という体系を支えていた諸制度が、ヨーロッパではEUの拡大と統合の深化にともなう人の
国際移動の活発化により変化を受けている状況などを取り上げ、こうした現代における国民国家の

位相について様々な角度から検討を加える。 
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